
平成年月日 金曜日 (号外特第号)官 報

四

法
第
七
十
条
の
七
第
二
十
七
項
（
同
項
の
表
の
第
三
号
及
び
第
五
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
係
る
部
分
に
限

る
。）及
び
第
七
十
条
の
七
の
五
第
二
十
二
項
（
同
項
の
表
の
第
九
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
に
係
る
部
分
に
限

る
。）の
規
定
は
、
第
二
号
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
七
十
条
の
七
第
二
項
第
八
号
若
し
く
は
第
九

号
、
第
三
項
第
六
号
若
し
く
は
第
八
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
、
第
五
項
、
第
十
四
項
、
第
十
六
項
若
し
く
は
第

二
十
一
項
又
は
第
七
十
条
の
七
の
五
第
十
二
項
若
し
く
は
第
十
四
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合
に
お
け
る

利
子
税
の
納
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

五

法
第
七
十
条
の
七
第
三
十
項
か
ら
第
三
十
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
当
該
会
社
が
同
条
第
三
十
項
各
号
に
掲
げ

る
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

六

当
該
特
例
事
業
受
贈
者
が
法
第
七
十
条
の
六
の
八
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
書
を
提
出
す
る
場
合
に
お
け

る
次
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
二
号
中
「
年
月
日
」
と
あ
る
の
は
「
年
月
日
（
法
第
七
十
条
の

六
の
八
第
六
項
の
会
社
の
株
式
等
を
取
得
し
た
年
月
日
を
含
む
。）」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
所
在
地
」
と
あ
る

の
は
「
所
在
地
（
法
第
七
十
条
の
六
の
八
第
六
項
の
会
社
の
名
称
及
び
本
店
の
所
在
地
を
含
む
。）」
と
、
同
項

第
四
号
中
「
年
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
年
度
」
と
、「
同
条
第
一
項
の
事
業
に
係
る
所
得
税
法
第
二
十
七
条
第
一

項
に
規
定
す
る
事
業
所
得
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
六
項
の
会
社
」
と
す
る
。

七

当
該
特
例
事
業
受
贈
者
又
は
当
該
特
例
事
業
受
贈
者
の
相
続
人
（
包
括
受
遺
者
を
含
む
。）が
法
第
七
十
条
の

六
の
八
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
書
を
提
出
す
る
場
合
に
お
け
る
第
二
十
九
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
同
項
中
「
事
業
が
同
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
又
は
同
条
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
、「
同
条
第
六
項
の

株
式
等
若
し
く
は
当
該
株
式
等
に
係
る
会
社
に
つ
い
て
第
二
十
七
項
第
二
号
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る

法
第
七
十
条
の
七
第
二
項
第
八
号
若
し
く
は
第
九
号
、
第
三
項
第
六
号
若
し
く
は
第
八
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で

又
は
第
五
項
」
と
す
る
。

28

法
第
七
十
条
の
六
の
八
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
届
出
書
に
は
、
引
き
続
い
て
同
条
第
一
項
の
規
定
の

適
用
を
受
け
た
い
旨
及
び
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
、
か
つ
、
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一

特
例
事
業
受
贈
者
の
氏
名
及
び
住
所

二

贈
与
者
か
ら
特
例
受
贈
事
業
用
資
産
の
取
得
を
し
た
年
月
日

三

特
例
受
贈
事
業
用
資
産
に
係
る
事
業
の
所
在
地

四

当
該
届
出
書
を
提
出
す
る
直
前
の
法
第
七
十
条
の
六
の
八
第
九
項
に
規
定
す
る
特
例
贈
与
報
告
基
準
日
（
以

下
こ
の
号
及
び
次
項
に
お
い
て
「
特
例
贈
与
報
告
基
準
日
」
と
い
う
。）の
属
す
る
年
の
前
年
以
前
の
各
年
（
当

該
特
例
贈
与
報
告
基
準
日
の
直
前
の
特
例
贈
与
報
告
基
準
日
の
属
す
る
年
の
前
年
以
前
の
各
年
を
除
く
。）に
お

け
る
同
条
第
一
項
の
事
業
に
係
る
所
得
税
法
第
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業
所
得
の
総
収
入
金
額

五

そ
の
他
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項

29

特
例
事
業
受
贈
者
又
は
当
該
特
例
事
業
受
贈
者
の
相
続
人
（
包
括
受
遺
者
を
含
む
。）は
、
法
第
七
十
条
の
六
の

八
第
十
四
項
の
届
出
書
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な

つ
た
日
の
直
前
の
特
例
贈
与
報
告
基
準
日
（
同
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
贈
与
税
の
申

告
書
の
提
出
期
限
の
翌
日
か
ら
同
日
以
後
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
当
該
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
期
間
内
に
特
例
贈
与
報
告
基
準
日
が
な
い
と
き
は
、
当
該

贈
与
税
の
申
告
書
の
提
出
期
限
）
の
翌
日
か
ら
当
該
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
当
該
特
例

事
業
受
贈
者
又
は
特
例
受
贈
事
業
用
資
産
に
係
る
事
業
が
同
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
又
は
同
条
第
四
項
に

規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
事
由
の
有
無
そ
の
他
の
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
と
し
て
財

務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
当
該
届
出
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

30

法
第
七
十
条
の
六
の
八
第
十
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
は
、
同

号
の
贈
与
者
の
死
亡
の
直
前
に
お
け
る
猶
予
中
贈
与
税
額
に
、
当
該
贈
与
者
が
贈
与
を
し
た
特
例
受
贈
事
業
用
資

産
の
当
該
贈
与
の
時
に
お
け
る
価
額
（
当
該
贈
与
者
が
同
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
の
適
用
に

係
る
贈
与
を
し
た
特
例
受
贈
事
業
用
資
産
の
価
額
を
除
く
。）が
当
該
贈
与
者
の
死
亡
の
直
前
に
当
該
特
例
受
贈
事

業
用
資
産
に
係
る
事
業
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
当
該
特
例
受
贈
事
業
用
資
産
の
当
該
贈
与
の
時
に
お
け
る
価
額
の

う
ち
に
占
め
る
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
計
算
し
た
金
額
に
百
円
未

満
の
端
数
が
あ
る
と
き
、
又
は
そ
の
全
額
が
百
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
又
は
そ
の
全
額
を
切
り

捨
て
る
。

31

特
例
受
贈
事
業
用
資
産
が
法
第
七
十
条
の
六
の
八
第
五
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
り
同

条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
特
例
受
贈
事
業
用
資
産
と
み
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
又
は
特
例
受
贈
事

業
用
資
産
に
つ
い
て
同
条
第
十
八
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
第
十
八
項
第
二
号
、
第
二
十
項
第
一

号
及
び
第
二
号
、
第
二
十
一
項
第
二
号
、
第
二
十
三
項
、
第
二
十
五
項
第
二
号
並
び
に
前
項
の
特
例
受
贈
事
業
用

資
産
の
贈
与
の
時
に
お
け
る
価
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
同
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
係
る
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た

特
例
受
贈
事
業
用
資
産
で
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
に
係
る
譲
渡
が
あ
つ
た
も
の
の
当
該
贈
与
の
時
に
お

け
る
価
額
の
う
ち
同
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
特
例
受
贈
事
業
用
資
産
と
み
な
さ
れ
た
も
の
の
価
額
に
対

応
す
る
部
分
の
金
額
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
又
は
特
例
受
贈
事
業
用
資
産
の

同
条
第
十
八
項
に
規
定
す
る
認
可
決
定
日
に
お
け
る
価
額
と
す
る
。

32

法
第
七
十
条
の
六
の
八
第
十
五
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
同
条
第
九
項
又
は
第
十
四
項
の
届
出
書
に
は
、
第

二
十
八
項
又
は
第
二
十
九
項
に
規
定
す
る
事
項
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
の
届
出
書
を
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
届
出
期

限
又
は
同
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
免
除
届
出
期
限
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
事
情
の
詳
細
を
記

載
し
、
か
つ
、
第
二
十
八
項
又
は
第
二
十
九
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

33

法
第
七
十
条
の
六
の
八
第
十
六
項
第
一
号
に
規
定
す
る
一
人
の
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ

る
者
と
す
る
。

一

法
第
七
十
条
の
六
の
八
第
十
六
項
第
一
号
の
譲
渡
又
は
贈
与
の
時
に
お
い
て
、
所
得
税
法
第
百
四
十
三
条
の

承
認
（
同
法
第
百
四
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
承
認
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
の
承
認
を
含
む
。）

を
受
け
て
い
る
個
人

二

持
分
の
定
め
の
あ
る
法
人
（
医
療
法
人
を
除
く
。）

三

持
分
の
定
め
の
な
い
法
人
（
一
般
社
団
法
人
（
公
益
社
団
法
人
を
除
く
。）及
び
一
般
財
団
法
人
（
公
益
財
団

法
人
を
除
く
。）を
除
く
。）

34

法
第
七
十
条
の
六
の
八
第
十
六
項
第
一
号
及
び
第
十
八
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
事
実
は
、
法
人
税
法
施

行
令
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
事
実
（
同
項
第
一
号
に
規
定
す
る
一
般
に
公
表
さ
れ
た
債
務
処
理
を

行
う
た
め
の
手
続
に
つ
い
て
の
準
則
が
、
産
業
競
争
力
強
化
法
第
百
三
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
小
企
業
再

生
支
援
協
議
会
が
定
め
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
限
る
。）と
し
、
法
第
七
十
条
の
六
の
八
第
十
六
項
第
一
号
に
規
定

す
る
政
令
で
定
め
る
計
画
は
、
同
令
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
及
び
第
四
号
又
は
第
五

号
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
債
務
処
理
に
関
す
る
計
画
と
す
る
。

35

法
第
七
十
条
の
六
の
八
第
十
七
項
に
規
定
す
る
特
例
受
贈
事
業
用
資
産
に
係
る
事
業
の
継
続
が
困
難
な
事
由
と

し
て
政
令
で
定
め
る
事
由
は
、
次
に
掲
げ
る
事
由
と
す
る
。

一

特
例
事
業
受
贈
者
又
は
当
該
事
業
が
法
第
七
十
条
の
六
の
八
第
十
七
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
日
の
属
す
る
年
の
前
年
以
前
三
年
内
の
各
年
（
次
号
に
お
い
て
「
直
前
三
年
内
の
各

年
」
と
い
う
。）の
う
ち
二
以
上
の
年
に
お
い
て
、
当
該
事
業
に
係
る
所
得
税
法
第
二
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す

る
事
業
所
得
の
金
額
が
零
未
満
で
あ
る
こ
と
。

二

直
前
三
年
内
の
各
年
の
う
ち
二
以
上
の
年
に
お
い
て
、
当
該
事
業
に
係
る
各
年
の
所
得
税
法
第
二
十
七
条
第

一
項
に
規
定
す
る
事
業
所
得
に
係
る
総
収
入
金
額
が
、
当
該
各
年
の
前
年
の
総
収
入
金
額
を
下
回
る
こ
と
。

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
特
例
事
業
受
贈
者
に
よ
る
当
該
事
業
の
継
続
が
困
難
と
な
つ
た
事
由
と
し

て
財
務
省
令
で
定
め
る
事
由

36

法
第
七
十
条
の
六
の
八
第
十
八
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
評
定
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
実
の
区
分
に

応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
評
定
と
す
る
。

一

民
事
再
生
法
の
規
定
に
よ
る
再
生
計
画
の
認
可
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と

特
例
事
業
受
贈
者
が
有
す
る
特
例

受
贈
事
業
用
資
産
に
つ
い
て
当
該
再
生
計
画
の
認
可
の
決
定
が
あ
つ
た
時
の
価
額
に
よ
り
行
う
評
定

二

法
第
七
十
条
の
六
の
八
第
十
八
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
事
実

特
例
事
業
受
贈
者
が
法
人
税
法
施
行

令
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
事
項
に
従
つ
て
行
う
同
項
第
二
号
の
資
産
評
定




		2019-03-29T18:13:26+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




